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V228b 東京大学アタカマ天文台近赤外線観測装置 SWIMS
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東京大学アタカマ天文台 (TAO; プロジェクト代表 吉井 讓) 6.5m 赤外線望遠鏡が建設されるチリ・アタカマ
高地のチャナントール山山頂 (標高 5,640m) は、乾燥した気候と高い標高のため非常に優れた赤外線大気透過特
性を実現する。この利点を活かした観測を実現するために、我々はTAO 6.5m望遠鏡の第一期観測装置として近
赤外線多天体分光カメラ SWIMS (Simultaneous-color Wide-field Infrared Multi-object Spectrograph) の開発を
進めている。
この装置は波長 0.9–2.5 µm において、(i) 2色同時広視野撮像と、(ii) 波長分解能 R ∼ 1000の多天体同時分

光または広視野面分光により全波長域スペクトルを一度に取得する、という 2つの特長を有する。6.5m望遠鏡
(2018年ファーストライト予定) に搭載して速やかにかつ安定的に科学観測を遂行出来るようにするため、事前に
すばる望遠鏡を用いた機能試験観測を行いハードウェア・ソフトウェア両面を整 備することを計画している。現
在はそれに向けて全ての検出器と光学系を搭載して結像性能の評価および光学調整と各種制御系の実装を進めて
いる。本講演では、複数台検出器の同時駆動性能や装置内部の温度環境などから期待される観測性能と、すばる
での観測計画および TAOでの運用計画につい てまとめる。


